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コロナ禍 市税収入3億円減少

新年度予算過去最高額を可決

3月定例会

2日～19日

芸．
1
”
〗

令
和
2
年
度 一

般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
承
認

除
排
雪
経
費 、

コ
ロ
ナ
対
応
「
新
・

生
活
様
式
対
応
支
援

事
業
補
助
金 」

の
補
正 。

-
i
“
逗

放
棄
し
た
私
債
権
の
報
告

債
権
放
棄
条
例
に
基
づ
き 、

生
活
困
窮 、

無
資
力 、

破
産

等
に
よ
り 、

回
収
不
能
と
な
っ
た
水
道
料
金
の
債
権
を
放

棄
す
る
も
の 。

一
旦
日
”
〗

任
期
満
了
に
伴
う
宮
内
財
産
区
管
理
委
員
1
名
の
選
任

雰
直

①
各
種
条
例
の
設
定

3
件

②
各
種
条
例
の
制
定

9
件

各
常
任
委
員
会
審
議
(
1
3
8
1
4
頁参照）

悶乱
四芦．

；翌
E -

―

一

般
会
計 、

国
民
健
康
保
険 、

財
産
区 、

介
護
保
険 、

後
期

高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
の
補
正

＿

般
会
計
補
正
予
算
で
は 、

除
雪
委
託
料 、

ふ
る
さ
と
納

税 、

コ
ロ
ナ
対
策
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
等
の
増
額
の
ほ
か 、

そ
の
他
次
頁
に
掲
げ
る
主
な
内
容
を
盛
り
込
み 、

1
0
億
74

3
2
万
円
を
補
正
し
た 。

特
別
会
計
補
正
予
算
は 、

各
項
自
の
年
度
末
を
控
え
た
各

事
業
の
精
査
に
よ
る
額
の
確
定
及
び
財
源
の
補
正 。

悶乱
里
m

罵――-
芦
固
畠

一

般
会
計 、

国
民
健
康
保
険 、

財
産
区 、

育
英
事
業 、

介
護

保
険 、

後
期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計 、

水
道 、

下
水
道

の
各
企
業
会
計
の
当
初
予
算

＿

般
会
計
予
算
の
歳
入
に
お
い
て
は 、

市
税
は
コ
ロ
ナ
感

計
5
件
す
べ
て
を 、

同
意 、

可
決
し
閉
会
し
た 。

染
症
の
影
響 、

地
方
交
付
税
は
人
口
減
少
等
に
よ
り
減
額
と

な
る
が 、

臨
時
財
政
対
策
債
の
増
額
で
必
要
額
を
補
填
し
た 。

ふ
る
さ
と
納
税
は
8
億
円
を
見
込
ん
だ 。

歳
出
で
は 、

ハ
イ
ジ
ア
パ
ー
ク
南
陽
管
理
費
は
減
少
し
た

が 、

新
温
浴
施
設
工
事 、

漆
山
小
学
校
法
面
崩
落
防
止
工
事 、

や
す
ら
ぎ
荘
整
備
費 、

つ
ば
め
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
施

設
整
備
事
業
等 、

そ
の
他
次
頁
に
掲
げ
る
主
な
内
容
を
盛
リ

込
み 、

1
6
1
億
9
千
万
円
と
な
り 、

当
初
予
算
で
は 、

過

去
最
高
と
な
る
大
型
予
算
と
な
っ
た 。

計
2
8
件
す
べ
て を

、
同 意

、
承 認

、
可
決
し た。

一

般
質
問
は
7
名
の
議
員
が
2
日
間
に
わ
た
り
当
局
の
考

え
を
質
し
た 。

最
終
日
に 、

同
意
案
1
件 、

補
正
予
算
2
件 、

発
議
2
件

の
追
加
議
案
が
上
程
さ
れ
た 。

日
U
"
〗

委
員
辞
職
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

教
育
委
員
会
委
員

池
田
め
ぐ
み
氏

- ＿坤
晶
芦
3

日

国
庫
補
助
金
の
額
の
確
定
に
よ
り 、

令
和
2
年
度 、

令
和

3
年
度
の
予
算
を
補
正
し 、

令
和
3
年
度
の
総
額
を
1
5
6

億
5
千
万
円
と
し
た 。

[-＿

四
直

①
南
陽
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

に
つ
い
て

②
安
全
•

安
心
で 、

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
実
現
に
繋
が
る
3 0

人
学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

昨
年
3
月
の
市
議
選
に

関
し、

2
月
4
日
当
選
人

1
名
の
失
職
が
決
定
し、

地
方
自
治
法
に
よ
り 、

次

点
者
の
当
選
が
2
月
1
日日

の
選
挙
会
に
お
い
て
決
定

し
ま
し
た。

失
職
者

小
松
武
美
氏

当
選
者

山
口
裕
昭
氏

こ
れ
を
受
け
3
月
2
日

の
議
会
初
日
に、

議
席
の

再
指
定、

当
選
人
の
所
属

常
任
委
員
会 、

会
派
制
に

基
づ
く
常
任
委
員
長
の
改

選
等
を
決
議
し
ま
し
た。

◎
改
選
さ
れ
た
委
員
長

文
教
厚
生
常
任
委
員
長

殿
岡
和
郎
（
倫
政
会）

◎
会
派

心
政
会
（
板
垣
致
江
子
会

長）

は
会
派
要
件
未
達
と

な
り
解
散

◎
山
口
裕
昭
議
員
所
属

・

産
業
建
設
常
任
委
貝
会

・

議
会
報
編
集
委
員
会

・

会
派
に
は
属
さ
な
い

お
知
ら
せ

qoがぶろ議会だより第164号

令和 3年3月 16日発行
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1ハイジアフルーツライン道路改築事業
1,980万円

蒲生田関口線の開通に合わせ、ハイジアフルー

ツライン通年通行のため、部分的道路拡幅、堆雪

場所確保、凍結散布機等の設置等、安全性の高い

計画とするため、測量設計調査を委託するもの。

I心を育む教育支援事業
821万円

多様化する児童生徒や家庭への支援を充実する

ため、教育相談室の継続開設やコーディネーター

を配置し、関係機関と連携しながら、子供たちの

健やかな成長を支援する。

1新生児聴覚検査助成事業
110万円

聴覚障害の早期発見と適切な支援につなげるた

め、1件につき5,000円を上限に補助する。

1結婚新生活支援事業
300万円

結婚して新生活をスタートする新婚世帯の住宅

賃借費用、引越費用等を支援する。夫婦共に婚姻

Hの年齢が39歳以下で、世帯収入400万円未満が

対象。

3

令和3年度

一般会計予算（補正後）

156億5,698万円

1 ゃすらぎ荘整備費負担金
4億9,708万円

やすらぎ荘改築整備事業の本市負担金（令和4

年4月開設予定）

1認定こども園施設整備事業
2億9,840万円

私立つばめ幼稚園が、認定こども園として令和

4年4月開園予定のため、施設整備に要する費用

を、国の補助交付金制度を活用し助成するもの。

1地域おこし協力隊空き家対策事業
401万円

空き家利用促進のための情報発信、相談業務、

再利用のためのリノベーション等に従事。

その他に、獣害対策、6次産業化、農家カフェ

の協力隊員も増員計画。

そ
の
他
次
頁
に
掲
げ
る
主
な
内
容
を
盛
り
込
み 、

1
0
億
74

国
民
健
康
保
険 、

財
産
区 、

育
英
事
業 、

介
護

特
別
会
計 、

水
道 、

下
水
道

の
各
企
業
会
計
の
当
初
予
算

＿

般
会
計
予
算
の
歳
入
に
お
い
て
は 、

市
税
は
コ
ロ
ナ
感

計
5
件
す
べ
て
を 、

同
意 、

可
決
し
閉
会
し
た 。

、

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
実
現
に
繋
が
る
3 0

人
学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

・

会
派
に
は
属
さ
な
い

q9示さう議会だより第164号

令和 3年 4月 16日発行
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第164号議会だより

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

う
こ
と
で
も
な
い
が
、
一

日
の
目
安
と
し
て
は
４
０

０
台
程
度
だ
。

◎
国
道
13
号
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
予
算
総
額
は
。

〈
市
長
〉
未
決
定
だ
が
、
Ｊ

Ｒ
大
洞
踏
切
を
交
差
し
た

場
合
、
総
額
約
23

億
円
で
、

市
負
担
額
は
約
８
億
円
と

試
算
し
て
い
る
。

◎
人
口
減
少
の
中
で
、
将

来
的
に
厳
し
い
財
政
状
況

が
想
定
さ
れ
る
。
費
用
対

効
果
は
ど
う
か
。

〈
市
長
〉
中
川
地
区
に
は
上

場
企
業
が
立
地
し
て
お
り
、

利
便
性
も
含
め
、
将
来
的

に
も
企
業
の
継
続
と
雇
用

の
増
加
を
考
え
れ
ば
８
億

円
の
負
担
も
必
要
不
可
欠

と
考
え
る
。

◎
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
関
連

す
る
上
野
新
田
線
の
通
年

る
。
新
た
に
す
べ
て
の
児

童
・
生
徒
に
つ
い
て
給
食

費
を
無
償
化
す
る
場
合
、

多
額
の
支
出
が
必
要
。
今

後
、
財
政
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
、
子
育

て
支
援
施
策
全
体
の
中
で

検
討
す
る
。

◎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
お
け
る

学
校
教
育
の
取
り
組
み
は
。

〈
教
育
長
〉
４
月
よ
り
稼
動

し
、
教
材
、
指
導
、
文
具
、

情
報
交
換
の
４
項
目
で
の

利
活
用
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

高
め
る
。

を
産
む
年
齢
も
上
昇
し
て

い
る
。
今
ま
で
の
少
子
化

対
策
は
、
未
婚
率
を
下
げ

る
、
結
婚
し
た
夫
婦
に
若

い
年
齢
で
第
１
子
を
産
ん

で
も
ら
う
と
い
う
発
想
が

乏
し
か
っ
た
。

〈
市
長
〉「
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
」
を
新
年
度
当
初

予
算
に
盛
り
込
む
な
ど
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
支

援
を
行
い
、
よ
り
多
く
の

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
動

機
付
け
と
な
る
効
果
的
な

支
援
施
策
の
充
実
を
図
る
。

◎
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
る
。
給
食
費
完
全

無
償
化
の
早
期
対
応
を
。

〈
市
長
〉
学
校
給
食
法
に
よ

り
、
食
材
費
だ
け
負
担
い

た
だ
い
て
い
る
。
第
３
子

以
降
学
校
給
食
費
無
料
化

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

◎
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
立

地
に
必
要
な
人
口
規
模
を

割
り
込
む
と
、
地
域
か
ら
、

小
売
・
飲
食
・
医
療
機
関

等
の
撤
退
が
進
み
、
日
々

の
生
活
が
困
難
に
な
る
。

南
陽
市
独
自
の
特
色
あ
る

対
策
が
必
要
だ
。

〈
市
長
〉
魅
力
あ
る
雇
用
の

場
の
確
保
及
び
拡
充
に
よ

り
、
若
者
の
地
方
へ
の
回

帰
と
定
着
を
促
し
て
い
く

こ
と
、
産
業
界
と
も
連
携

し
な
が
ら
結
婚
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
こ
と
が

少
子
化
対
策
と
な
り
、
地

方
創
生
の
実
現
に
つ
な
が

る
の
で
継
続
的
に
有
効
な

施
策
を
検
討
す
る
。

◎
こ
の
十
数
年
、
未
婚
率

は
上
昇
し
、
ま
た
第
１
子

◎
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
本
市

に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も

た
ら
す
か
。

〈
市
長
〉
①
立
地
企
業
の
物

流
効
率
化
な
ど
地
域
産
業

の
活
性
化
②
山
形
・
仙
台

方
面
か
ら
の
誘
客
促
進
と

観
光
の
活
性
化
、
交
流
人

口
の
拡
大
③
村
山
医
療
圏

へ
の
速
達
性
向
上
④
災
害

時
の
救
援
物
資
の
輸
送
や

災
害
復
旧
支
援
活
動
の
迅

速
化
が
期
待
さ
れ
る
。

◎
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
実
現
へ

の
課
題
は
。

〈
市
長
〉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

必
要
性
、
効
果
及
び
利
用

交
通
量
の
予
測
調
査
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

◎
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
の
求
め
る

利
用
台
数
と
は
。

〈
建
設
課
長
〉
必
ず
達
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

通
行
で
道
路
拡
幅
や
急
勾

配
の
緩
和
は
。

〈
市
長
〉
側
溝
に
蓋
を
し
、

車
道
幅
約
１
ｍ
前
後
の
拡

幅
、
避
難
場
所
の
確
保
、

凍
結
防
止
剤
散
布
装
置
の

設
置
な
ど
除
雪
体
制
の
強

化
を
含
め
、
高
い
安
全
性

を
検
討
し
て
い
く
。

山
口　

正
雄 

議
員ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
費
用
対
効
果
は

島
津　

善
衞
門 

議
員給

食
費
の
完
全
無
償
化
を

スマートIC候補となるパーキングエリア付近



◎
本
市
の
制
度
利
用
の
現

状
は
。

〈
市
長
〉
２
月
末
現
在
で
延

べ
相
談
件
数
は
千
件
を
超

え
て
お
り
、
昨
年
同
期
と

比
較
す
る
と
２
倍
程
増
え

て
い
る
。
相
談
支
援
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
職
員
２

名
が
対
応
し
て
い
る
。

◎
自
立
相
談
支
援
員
の
拡

充
は
。

〈
市
長
〉
現
時
点
で
は
２
名

体
制
の
継
続
を
予
定
。

◎
今
後
の
課
題
は
。

〈
市
長
〉
今
年
度
は
約
１
３

０
件
の
生
活
福
祉
資
金
等

の
貸
付
決
定
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
そ
の
後
、
自
立
に

つ
な
が
っ
て
い
る
か
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
が
重
要
。
自

立
に
向
け
、
安
定
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
関
係

た
介
護
保
険
料
の
基
準
額

に
つ
い
て
、
介
護
保
険
運

営
協
議
会
の
意
見
も
聴
取

し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
前
期
の
基
準

額
を
据
え
置
き
、
月
額
６

４
０
０
円
と
設
定
し
た
。

◎
市
内
の
待
機
者
は
。

〈
市
長
〉
昨
年
６
月
現
在
の

調
査
で
は
、
入
所
申
し
込

み
を
さ
れ
て
い
る
方
は
１

１
０
人
、
う
ち
在
宅
の
方

は
30

人
程
度
と
な
っ
て
い

る
。

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
現
行
制
度

に
お
い
て
は
、
介
護
報
酬

を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、

利
用
者
や
被
保
険
者
の
負

担
が
増
加
し
、
更
に
は
、

市
の
負
担
も
増
加
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。
市

民
の
負
担
を
可
能
な
限
り

抑
制
で
き
る
よ
う
、
介
護

保
険
事
業
の
適
正
な
運
営

を
図
る
と
と
も
に
、
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
機

会
を
捉
え
て
国
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

◎
第
８
期
の
介
護
保
険
料

の
基
準
額
は
。

〈
市
長
〉
第
８
期
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

の
給
付
実
績
や
今
後
の
人

口
予
測
等
か
ら
サ
ー
ビ
ス

量
を
推
計
し
て
算
出
さ
れ

◎
介
護
保
険
は
３
カ
年
の

事
業
計
画
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
、
２
０
２
１
年
度
４

月
か
ら
、
事
業
計
画
の
第

８
期
に
入
る
。
介
護
保
険

法
施
行
か
ら
20
年
以
上
が

経
ち
、
ま
す
ま
す
公
的
介

護
制
度
が
重
要
に
な
っ
て

い
る
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
21

年
、
ど
の
よ
う
に
総
括
し
、

第
８
期
事
業
計
画
に
活
か

さ
れ
る
の
か
、
次
の
項
目

に
つ
い
て
考
え
を
お
聞
き

す
る
。
介
護
職
員
の
緊
急

的
な
処
遇
改
善
を
行
う
と

と
も
に
、
そ
れ
を
利
用

料
・
保
険
料
の
負
担
増
に

跳
ね
返
ら
せ
な
い
た
め
、

公
費
を
投
入
す
る
考
え
は
。

〈
市
長
〉
介
護
職
員
の
人
材

確
保
や
処
遇
改
善
の
た
め

に
は
、
介
護
報
酬
の
引
き

上
げ
は
必
要
な
こ
と
で
あ

◎
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
の
概
要
は
。

〈
市
長
〉
仕
事
や
生
活
に
困

り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て

い
る
方
々
か
ら
の
相
談
を

受
け
、
家
賃
の
支
援
や
就

労
支
援
を
行
い
、自
立
の
促

進
を
図
る
も
の
。

◎
生
活
困
窮
者
の
定
義
は
。

〈
市
長
〉「
就
労
の
状
況
、

心
身
の
状
況
、
地
域
社
会

と
の
関
係
性
そ
の
他
の
事

情
に
よ
り
、
経
済
的
に
困

窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

者
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

◎
制
度
の
周
知
は
。

〈
市
長
〉
市
報
や
社
会
福
祉

協
議
会
の
機
関
紙
等
に
掲

載
。
ま
た
、
各
地
区
の
民

生
委
員
を
通
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い

く
。

◎
コ
ロ
ナ
禍
や
格
差
社
会

の
中
で
、
ま
す
ま
す
生
活

困
窮
者
が
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
結
果
、

こ
の
制
度
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
方
々
が
生
ま
れ
て

く
る
。
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
社
会
実
現
に
向
け
て
、

相
談
体
制
の
拡
充
や
、
制

度
の
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

片
平　

志
朗 

議
員生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

　
　
　
　
　
　

拡
充
を
求
め
る

佐
藤 　

明 

議
員

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を

す
る
上
野
新
田
線
の
通
年

は
上
昇
し
、
ま
た
第
１
子
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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
経

済
的
・
精
神
的
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
は
。

〈
市
長
〉
経
済
的
に
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
緊

急
小
口
資
金
・
総
合
支
援

資
金
の
貸
付
、
生
活
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
の
生
活
困

窮
者
自
立
相
談
支
援
、
県

求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

就
労
相
談
等
。
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
は
生
活
保
護
制
度
。

　

精
神
的
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
は
、
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
置
賜
保

健
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の

相
談
窓
口
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
利
用
の
相
談
も
。

　

市
と
し
て
は
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務

所
を
中
心
に
、
社
会
福
祉

の
要
望
だ
っ
た
の
か
。

〈
市
長
〉
こ
の
場
で
、
具
体

的
な
こ
と
は
申
し
上
げ
ら

れ
な
い
。

◎
市
政
を
運
営
す
る
際
に

一
党
一
派
に
囚
わ
れ
な
い

の
が
大
事
だ
と
思
う
が
、

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
た
い
。

〈
市
長
〉
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

て
い
く
立
場
で
市
政
を
運

営
し
て
ま
い
り
た
い
。

〈
市
長
〉
予
算
総
額
は
赤
湯

工
区
55

億
８
千
万
円
、
二

色
根
工
区
27

億
７
千
万
円

で
、
現
在
ま
で
83

億
５
千

万
円
。
要
望
活
動
は
二
色

根
工
区
及
び
三
間
通
工
区

の
整
備
促
進
、
Ｊ
Ｒ
赤
湯

駅
ま
で
の
区
間
の
早
期
着

工
を
市
の
重
要
事
業
要
望

と
し
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
国
か
ら
の
予
算

や
災
害
の
関
係
か
ら
、
事

業
認
可
さ
れ
た
期
間
内
で

の
完
成
は
し
て
い
な
い
が
、

着
実
に
事
業
を
進
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
。

◎
県
へ
の
各
種
要
望
で
、

「
こ
の
要
望
は
外
し
て
く

だ
さ
い
」
と
職
員
か
ら
聞

い
て
び
っ
く
り
し
た
と
市

長
は
集
会
の
場
で
発
言
し

て
い
る
が
具
体
的
に
は
何

◎
平
成
25
、
26
年
７
月
及

び
令
和
２
年
豪
雨
災
害
の

国
・
県
の
予
算
総
額
は
。

そ
の
予
算
獲
得
に
向
け
て

の
要
望
活
動
と
そ
の
予
算

額
へ
の
評
価
は
。

〈
市
長
〉
吉
野
川
が
約
１
５

２
億
円
７
千
万
円
、
織
機

川
は
約
８
億
８
千
万
円
。

令
和
２
年
豪
雨
は
被
害
額

で
両
河
川
合
わ
せ
て
約
４

億
３
千
万
円
と
聞
い
て
い

る
。
国
に
は
、
発
災
後
に

上
京
し
て
要
望
し
、
県
に

は
市
の
重
要
事
業
要
望
と

し
て
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
早
期
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
、
大
変
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

◎
一
般
県
道
赤
湯
停
車
場

線
の
今
ま
で
の
予
算
総
額

と
獲
得
に
向
け
た
要
望
状

況
と
そ
の
予
算
へ
の
評
価
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
程
度

の
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
、

な
ぜ
リ
ス
ク
を
承
知
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
マ
ス

コ
ミ
報
道
に
惑
わ
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
市
民
の
真
の

健
康
と
安
全
を
考
え
て
、

慎
重
か
つ
柔
軟
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
。

〈
市
長
〉「
正
し
く
理
解
し
、

正
し
く
恐
れ
る
」
こ
と
が

重
要
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

強
制
で
は
な
い
の
で
、
市

民
が
正
し
く
判
断
で
き
る

よ
う
、
迅
速
的
確
な
情
報

発
信
に
努
め
る
。

◎
自
殺
者
に
見
る
コ
ロ
ナ

禍
の
市
内
へ
の
影
響
は
。

〈
市
長
〉
コ
ロ
ナ
前
の
５
年

間
の
平
均
が
６
・
４
人
。

昨
年
は
１
人
。

◎
こ
れ
か
ら
が
大
変
に
な

協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
た
相
談
支
援
で
対
応
。

◎
二
百
年
前
の
置
賜
に
は
、

鷹
山
公
の
治
世
を
学
ぶ
た

め
に
全
国
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
た
。
誇
る
べ
き
歴

史
を
土
台
に
、
置
賜
が
一

つ
に
な
っ
て
米
沢
藩
の
再

現
を
目
指
せ
な
い
か
。

〈
市
長
〉
鷹
山
公
の
藩
政
改

革
は
、
社
会
的
分
断
を
超

え
た
共
生
社
会
の
構
築
に

通
ず
る
。
地
域
の
歴
史
文

化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

３
市
５
町
が
連
携
し
、

「
つ
な
が
る
置
賜 

と
も
に

明
る
い
未
来
へ
」
を
具
現

化
し
て
い
く
。

髙
岡　

亮
一 

議
員ワ

ク
チ
ン
接
種
は
慎
重
に

高
橋　

一
郎 

議
員県

が
要
望
自
体
を
却
下
？

整備が進む吉野川
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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

片
平　

志
朗 

議
員

だ
さ
い
」
と
職
員
か
ら
聞

い
て
び
っ
く
り
し
た
と
市

長
は
集
会
の
場
で
発
言
し

て
い
る
が
具
体
的
に
は
何

線
の
今
ま
で
の
予
算
総
額

と
獲
得
に
向
け
た
要
望
状

占
用
許
可
対
象
物
件
の
追

加
」
な
ど
の
必
要
な
改
正

を
お
こ
な
う
も
の
。

◆
都
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正

　

南
陽
市
都
市
公
園
条
例

の
占
用
料
は
、そ
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
南
陽
市
道
路
占

用
料
徴
収
条
例
を
参
照
し

定
め
て
い
る
。
今
般
、
道
路

占
用
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を

お
こ
な
う
も
の
。

　

審
査
の
結
果
、全
員
異
義

な
く
可
決
し
た
。

（
委
員
長　

片
平
志
朗
）

産 業 建 設

常任委員会
公共物の使用料・

　　　　占用料の改定

付
託
議
案
３
件

◆
法
定
外
公
共
物
の
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

国
の
３
年
ご
と
の
道
路

法
等
の
関
係
法
令
の
改
正

に
よ
り
、
南
陽
市
道
路
占

用
料
徴
収
条
例
の
占
用
料

の
額
が
改
定
と
な
る
こ
と

か
ら
、
使
用
料
等
に
つ
い

て
も
改
定
す
る
も
の
。

※

法
定
外
公
共
物
と
は
、

道
路
法
、
河
川
法
、
下
水

道
法
等
の
法
令
の
適
用
ま

た
は
準
用
が
な
く
、
か
つ

登
記
上
私
権
が
設
定
さ
れ

て
い
な
い
公
共
物
で
具
体

的
に
は
、
里
道
、
普
通
河

川
、
水
路
、
た
め
池
等
が

こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

◆
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
「
同
令
に

準
じ
て
定
め
て
い
る
占
用

料
金
を
改
め
る
」
「
道
路

と
し
て
契
約
の
対
象
と
し

て
い
な
い
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
使
用
許
諾
権
（
ラ
イ
セ

ン
ス
）
を
近
年
の
情
報
処

理
取
り
扱
い
の
多
様
化
に

合
わ
せ
て
、
本
契
約
条
例

の
対
象
と
す
る
も
の
。

◆
赤
湯
財
産
区
温
泉
条
例

の
一
部
改
正

　

内
湯
旅
館
営
業
者
よ
り
、

正
当
な
相
続
人
と
し
て
の

法
人
代
表
者
及
び
受
給
者

と
す
る
届
出
申
請
を
受
理

し
、
受
給
者
の
名
義
変
更

を
行
う
も
の
。

　

委
員
よ
り
、
二
色
根
温

泉
の
今
後
の
管
理
等
詳
細

に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
し
た
。

（
委
員
長　

島
津
善
衞
門
）

総　　　務

常任委員会
ハイジア源泉

　　　　市へ所有権移転

付
託
議
案
４
件

◆
ハ
イ
ジ
ア
パ
ー
ク
南
陽

の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例

の
設
定

　

３
月
末
日
で
営
業
を
終

了
す
る
た
め
、
廃
止
に
伴

う
条
例
の
制
定
と
関
係
条

例
の
整
理
を
行
う
も
の
。

◆
南
陽
市
二
色
根
温
泉
条

例
の
設
定

　

こ
れ
ま
で
赤
湯
財
産
区

が
所
有
権
を
有
し
、
市
が

ハ
イ
ジ
ア
パ
ー
ク
南
陽
に

供
給
す
る
た
め
使
用
権
を

持
っ
て
い
た
「
南
陽
市
赤

湯
財
産
区
特
別
源
泉
」
の

所
有
権
を
市
に
譲
渡
し
、

新
た
に
「
南
陽
市
二
色
根

温
泉
」
と
し
て
管
理
す
る

た
め
の
条
例
を
設
定
す
る

も
の
。

◆
１
年
以
上
、
５
年
以
下

の
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
場
合
の
条
例
の
一
部

改
正

　

こ
れ
ま
で
「
無
体
物
」

審

査

報

告

審

査

報

告
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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

片
平　

志
朗 

議
員

文 教 厚 生

常任委員会
障がいのある人もない人も

　　共に生きるまちづくり

安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につながる

30人学級の実現を求める意見書（要旨）

付
託
議
案
５
件

請
願
１
件

◆
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
生
き
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
設
定

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
互
い
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
共

生
す
る
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
た
め
、
障
が
い
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
し
、
必
要
な

施
策
を
策
定
す
る
も
の
。

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
際
の
傷
病
手
当
支

給
の
た
め
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

第
８
期
南
陽
市
介
護
保

険
事
業
計
画
と
税
制
改
正

に
よ
る
介
護
保
険
料
等
不

利
益
防
止
の
た
め
。

◆
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
の
一
部

改
正

　

３
年
に
一
度
の
介
護
報

酬
改
定
に
伴
う
指
定
居
宅

介
護
支
援
等
事
業
の
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

の
改
正
。

◆
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正

　

利
用
者
の
人
権
擁
護
、

虐
待
防
止
、
感
染
症
対
応

等
の
基
準
改
正
に
伴
う
改

正
。

◆
安
全
・
安
心
で
、
ゆ
き

と
ど
い
た
教
育
実
現
に
つ

な
が
る
30
人
学
級
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
請
願

　

審
査
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
・
採
択
し
た
。

（
委
員
長　

殿
岡
和
郎
）

「
少
人
数
学
級
を
す
す
め

る
県
民
の
会
」
か
ら
提
出

さ
れ
た
上
記
請
願
は
、
付

託
委
員
会
で
採
択
さ
れ
、

本
会
議
で
左
記
の
意
見
書

提
出
を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
意
見
書
を
、
衆
・
参

両
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学

大
臣
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

審

査

報

告

意

見

書

提

出

　コロナ禍の中、子どもたちも学校も多くの不安と心

配を抱えています。こうした中、一人一人の子どもと

じっくり向き合える少人数学級実現の要望が強く出さ

れております。30人学級の早期実現、さらに20人程度

の学級への移行は国民の切実な願いです。

　一方、国においても、経済財政運営と改革の基本方

針において、全ての子どもたちの学びを保障、少人数

によるきめ細かな指導体制の計画的な整備について検

討することが盛込まれ、中央教育審議会は、コロナ感

染拡大を踏まえ、少人数学級編成を可能にするなど、

指導体制や必要な施設・設備の計画的な整備を図るこ

とを盛り込んだ答申を行いました。しかしながら、

2021年度の政府予算案は、小・中学校ともに不十分な

内容です。

　つきましては、文教関係予算を増額し、子ども一人

一人を大切にする教育の推進、そして新しい生活様式

に対応すべく、義務教育の全学年で30人以下の少人数

学級編制を実現するよう強く求めます。

Ｑ
請
願
と
は

住
民
の
声
を
国
や
市
政
に

反
映
さ
せ
る
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
住
民
の
権
利
で

す
。
提
出
さ
れ
る
と
、
議

会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。
一

人
以
上
の
紹
介
議
員
が
必

要
で
す
。

Ｑ
陳
情
と
は

請
願
同
様
住
民
の
権
利
で

す
。
紹
介
議
員
は
要
件
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

決　定　日　・　項　目 歳　出
歳　入（単位：万円）

地方債・その他 一般会計国・県

12月定例会までの累計 43億9,085万円  18,085 416,340 4,660

山形県　新・生活様式対応支援事業補助金 3,000万円 3,000

1,1840⑶ワクチン接種対策事業 1億1,840万円

 6,943⑵ワクチン接種体制確保事業 6,943万円

 193⑴フラワー長井線路線維持対策 193万円

⑺小学校通信運搬費 56万円

⑻中学校通信運搬費 20万円

56

20

500⑼買物応援キャンペーン事業 500万円

３月補正金額計 2億2,897万円

⑾インフルエンザ予防接種負担 653万円 653

⑹南陽スカイパークエリア指定管理料補助 22万円 22

⑸勤労者総合福祉センター指定管理料補助 159万円 159

100100万円
ワクチン接種記録システム連携の
健康管理システム改修委託

Ｒ３年２月８日　専決処分

Ｒ３年３月２日　定例会　補正予算

〔お詫びと訂正〕

１月議会だより（No.163）において、誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

■P４　５段末から６段初に１行の欠落がありました。

　　　　　欠落文部分修正：｢住民票や印鑑登録のオンライン申請」

■P12　文教厚生常任委員会　管内視察日、11月20日は、10月20日です。

コロナウイルス関連事業総額 46億1,982万円 4,660 18,904438,418

622⑷園芸大国やまがた産地育成支援 64万円

新型コロナウイルス関連補正予算推移一覧表

みんなで乗りこえよう

Ｒ３年３月19日　定例会　追加補正予算

　今号で令和２年度のコロナ関連対策事業費の報告は終了します。

　総額で、市民1人当たり15万円超の予算となりました。

　現在も、歯止めがかかりません。「３密」の回避や手洗い、マスクなど

対策の基本を徹底するとともに、感染しても症状が出ないことがあるこ

と、高齢者や持病のある人は重症化しやすいといった、このウイルスの

性質を、もう一度確認して、一人一人が感染リスクの少ない行動をとる

ことが求められています。今後も、ご理解とご協力をお願いいたします。
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な
ん
よ
う
議
会
だ
よ
り
　
 No. 

164　

令
和
３
年
３
月
定
例
会　
　

４
月
16
日
発
行　
　

発
行
／
南
陽
市
議
会　
　

編
集
／
南
陽
市
議
会
報
編
集
委
員
会

■
デ
ン
キ
店
を
始
め
て
何

年　
父
が
創
業
し
て
か
ら
昨

年
で
五
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
私
が
仕
事
に
就
い

て
か
ら
は
、三
十
七
年
に
な

り
ま
す
。

■
南
陽
市
で
四
人
の
子
育

て
を
し
て

　
娘
が
四
人
お
り
ま
す
。

子
育
て
や
教
育
に
関
わ
る

苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い

良
い
思
い
出
で
す
。
上
の

二
人
は
結
婚
を
し
て
か
わ

い
い
孫
を
よ
く
連
れ
て
き

て
く
れ
ま
す
。

■
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事

へ
の
影
響
は

　
昨
年
は
原
材
料
や
部
品

が
海
外
か
ら
入
っ
て
こ
な

く
な
り
、
品
薄
・
品
不
足

に
な
り
売
り
上
げ
が
激
減

し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ

ン
ト
が
出
来
ず
、
五
十
周

年
の
創
業
祭
も
開
催
出
来

な
い
状
態
で
し
た
。

■
市
の
コ
ロ
ナ
支
援
に
つ

い
て

　
南
陽
市
緊
急
経
済
対
策

事
業
を
第
十
弾
ま
で
迅
速

に
対
応
し
て
頂
き
大
変
助

か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

■
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が

　
今
年
度
、
南
陽
臨
雲

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会

長
を
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
二
十
周
年
の
節
目
に

あ
た
り
、
記
念
式
典
、
祝

賀
会
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
苦
渋
の

中
止
を
決
断
し
ま
し
た
。

何
と
か
記
念
事
業
で
あ
る

赤
湯
花
見
橋
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
（
仮
称
）
整
備
事

業
を
遂
行
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
南
陽
市
に

つ
い
て

　
少
し
雪
が
多
い
く
ら
い

で
、
災
害
も
少
な
く
食
べ

る
物
も
お
い
し
く
て
、
住

ん
で
い
る
人
も
い
い
。
こ

ん
な
良
い
所
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

を
何
と
か
乗
り
越
え
て
、

明
る
く
住
み
よ
い
南
陽
市

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

み
ん
な
の
思
い

街
の
で
ん
き
や
さ
ん

i n t e r v i e w

赤湯（桜木町）

山口　英樹さん（56歳）

議
会
報
編
集
委
員
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

シリーズ

vol.4

表
紙
写
真

多
勢
丸
中
邸

　
四
月
は
様
々
な
花
が
咲

き
乱
れ
、
花
を
楽
し
む
絶

好
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
も
始
ま
り
、
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
し
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
前
向

き
に
進
ん
で
行
き
た
い
も

の
で
す
。
議
会
報
編
集
委

員
会
に
所
属
し
て
一
年
に

な
り
、
編
集
を
通
じ
て

様
々
な
気
づ
き
が
あ
り
ま

し
た
。
多
く
の
皆
様
か
ら

読
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良

い
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

（
伊
藤
　
英
司
）

委

員

長
　
島
津
善
衞
門

副
委
員
長
　
山
口
　
正
雄

委
　
　
員
　
伊
藤
　
英
司

　
　
　
　
　
佐
藤
　
憲
一

　
　
　
　
　
山
口
　
裕
昭

　
　
　
　
　
髙
岡
　
亮
一

集
後
記

編

　
赤
湯
で
デ
ン
キ
店
を
営

む
山
口
英
樹
さ
ん
に
思
い

を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

池
黒
の
多
勢
丸
中
邸
は
、
平
成
28

年
に
国
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
製
糸
業
全
盛
の
大
正
末
年
、

当
時
の
最
高
技
術
と
選
り
す
ぐ
っ
た
材
料
に
よ
る
建
築
で

す
。
５
年
の
歳
月
と
現
在
換
算
20

億
円
を
要
し
た
と
言
わ

れ
ま
す
。
表
紙
写
真
は
外
国
か
ら
の
バ
イ
ヤ
ー
接
待
の
た

め
の
二
階
洋
間
で
す
。
一
階
の
和
室
も
見
事
で
す
。
当
時

の
ま
ま
現
存
す
る
の
は
、
多
勢
賢
二
郎
家
の
先
人
へ
の

並
々
な
ら
ぬ
思
い
の
結
果
で
す
。
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